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第
２
回
定
例
会
の
経
過

〔
６
月
〕

５
日　

本
会
議

　
　
　

・
開
会

　
　
　

・
会
期
の
決
定

　
　
　

・
諸
般
の
報
告

　
　
　

・ 

議
案
の
上
程
、
説
明
、

質
疑
、
討
論
、
採
決

　
　
　
　
（
補
正
予
算
）

　
　
　

・ 

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
の
報
告

６
日　

休
会
（
議
事
整
理
）

７
日　

本
会
議

　
　
　

・
一
般
質
問
（
３
議
員
）

８
日　

本
会
議

　
　
　

・
一
般
質
問
（
４
議
員
）

９
〜
14
日　

休
会
（
議
事
整
理
）

15
日　

本
会
議

　
　
　

追
加
議
案

　
　
　

市
長
提
出

　
　
　

・ 

議
案
の
上
程
、
説
明
、

質
疑
、討
論
、採
決
（
条

例
改
正
・
市
道
認
定
・

契
約
）

　
　
　

議
員
提
出

　
　
　

・ 

議
案
の
上
程
、
説
明
、

　平成24年第２回行方市議会定例会は、６月５日から15日までの
11日間の会期で開催しました。
　本会議では、条例改正案や補正予算案など９件が市長から、また、
意見書案１件が議員から上程され、いずれも原案のとおり、全会一致
で可決しました。

平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

　

約
３
億
円
を
増
額

平成24年度補正予算（１回）

一般会計　　3億3,465万5,000円
<主な内容>　※児童手当支給事業  ／ 4億6,523万5,000円
　　　　　　　子ども手当支給事業 ／ △ 4 億 6,586万円
　　　　　　　再生可能エネルギー導入事業 ／ 2,860万円
　　　　　　　農業体質強化基盤整備促進事業 ／ 3億 925万円
　　　　　　　筑波大学・行方市包括連携委託料 ／ 40万円
　　　　　　　狭あい道路整備等促進事業 ／ △ 500万円
　　　　　　　道路改良舗装事業 ／ △ 2,000万円
　　　　　　　河川改修事業 ／ △ 800万円
　　　　　　　観光施設災害復旧事業 ／ 2,940万円

※ 　４月から子ども手当が廃止され、児童手当へ変更されるのに伴い
補正されました。

補正予算に計上された新事業

再生可能エネルギー導入事業

　災害時に避難施設となる学校など

５ヶ所の公共災施設に太陽光発電設

備と蓄電設備を設置します。

６月定例会

６月５日～15日

６月定例会

６月５日～15日
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市
長
が
提
出
し
た
議
案
等

一
部
を
改
正

■ 

行
方
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

平
成
24
年
７
月
９
日
か
ら
外
国

人
に
住
民
基
本
台
帳
が
適
用
さ
れ

る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し

ま
し
た
。

■ 

行
方
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

平
成
24
年
７
月
９
日
か
ら
外
国

人
登
録
法
が
廃
止
さ
れ
る
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

条　

例

■ 

行
方
市
長
寿
祝
金
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

平
成
24
年
７
月
９
日
か
ら
外
国

人
に
住
民
基
本
台
帳
が
適
用
さ
れ

る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し

ま
し
た
。

■ 

行
方
市
下
水
道
条
例
及
び
行
方

市
農
業
集
落
排
水
事
業
に
関
す

る
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

平
成
24
年
７
月
９
日
か
ら
外
国

人
に
住
民
基
本
台
帳
が
適
用
さ
れ

る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し

ま
し
た
。

■ 

行
方
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

地
方
税
法
及
び
国
有
資
産
等
所

在
市
町
村
交
付
金
法
の
改
正
に
伴

い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し

た
。

報　

告

■
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　

行
方
市
の
職
員
が
公
用
車
を
運

転
中
に
起
し
た
車
両
と
の
接
触
事

故
に
つ
い
て
、
相
手
方
の
車
両
に

対
す
る
損
害
賠
償
額
を
31
万
１
，

０
０
０
円
と
定
め
、
和
解
し
、
専

決
処
分
し
た
こ
と
に
つ
い
て
報
告

を
受
け
ま
し
た
。

■
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　

行
方
市
の
職
員
が
公
用
車
を
運

転
中
に
起
し
た
車
両
と
の
接
触
事

故
に
伴
い
、
第
三
者
で
あ
る
相
手

方
が
所
有
す
る
用
水
管
を
損
傷
し

た
こ
と
に
つ
い
て
、
損
害
賠
償
額

を
３
万
５
，
５
１
５
円
と
定
め
、

和
解
し
、
専
決
処
分
し
た
こ
と
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
継
続
費
４
，
１
４
５
万

円
の
う
ち
、
次
の
額
を
繰
り
越
し

た
の
で
地
方
自
治
法
施
行
令
の
規

定
に
基
づ
き
、
市
長
か
ら
次
の
と

お
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
継
続
費
繰
越

　

繰
越
額
：
８
１
０
万
円

　

事
業
名

・ 

防
衛
施
設
周
辺
道
路
整
備
事
業

　

平
成
23
年
度
の
歳
出
予
算
の
経

費
を
平
成
24
年
度
に
繰
り
越
し
た

の
で
、
地
方
自
治
法
施
行
令
の
規

定
に
基
づ
き
、
市
長
か
ら
次
の
と

お
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
繰
越
明
許
費

　

繰
越
額
：
９
億
２
，
３
１
７
万

　
　
　
　
　
　
　

７
，
０
０
０
円

　

主
な
事
業

・
天
王
崎
周
辺
整
備
支
援
事
業

・
道
路
改
良
舗
装
事
業

・
通
学
路
整
備
事
業

・ 

玉
造
地
区
統
合
小
学
校
施
設
整

備
事
業

・
道
路
河
川
災
害
復
旧
事
業

・ 

農
林
水
産
業
施
設
災
害
復
旧
事

業
・ 

宅
地
造
成
事
業

・ 

災
害
関
連
地
域
防
災
が
け
崩
れ

対
策
事
業

・
庁
舎
・
用
地
災
害
復
旧
事
業

■ 

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

繰
越
明
許
費

　

繰
越
額
：
１
，
５
０
０
万
円

・
農
業
集
落
排
水
災
害
復
旧
事
業

■ 

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
繰
越
明
許
費

　

繰
越
額
：
１
，
６
０
０
万
円

・ 
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
災

害
復
旧
事
業

質
疑
、
討
論
、
採
決

　
　
　
　
（
意
見
書
）

　
　
　

・ 

閉
会
中
の
所
管
事
務
調

査

　
　
　

・
議
員
の
派
遣

　
　
　

・
閉
会

■ 

流
域
関
連
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
繰
越
明
許
費

　

繰
越
額
： 

３
，０
８
５
万
２
，０

　
　
　
　
　

０
０
円

・
流
域
下
水
道
整
備
事
業

・ 

流
域
関
連
公
共
下
水
道
災
害
復

事
業【議会メモ】単年度会計と繰越明許費

　自治体の会計は、１年ごとの単年度会計が原則で
す。このため、何らかの理由により年度末までに予
算が支出できない場合には、翌年度に繰越すことが
できます。
　ただし、繰越できる期間は翌年度１年に限られ
ます。

～条例改正の背景～

住民基本台帳法に外国人が適用

　平成24年７月９日から、国はこ
れまでの外国人登録法を廃止し、国
内に居留する外国人住民が住民基本
台帳法の対象にされました。
　この法律の施行により、外国人住
民に対しても住民票の交付などが可
能になりました。

　これに伴い、行方市では４つの条
例について一部の改正を行いました。
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工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

平
成
23
年
度
よ
り
平
成
24
年
度

に
事
故
繰
越
し
さ
れ
た
歳
出
予
算

に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
施
行
令

の
規
定
に
基
づ
き
、
市
長
か
ら

次
の
と
お
り
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

■
一
般
会
計
事
故
繰
越
し

　

繰
越
額
：
１
億
５
，
９
５
５
万

　
　
　
　
　

３
，
９
０
０
円

　

主
な
事
業

・
県
単
農
道
整
備
事
業

・
道
路
改
良
舗
装
事
業

・
通
学
路
整
備
事
業

・
麻
生
東
小
学
校
施
設
整
備
事
業

・
麻
生
小
学
校
施
設
整
備
事
業

・
麻
生
中
学
校
施
設
整
備
事
業

・
農
林
水
産
業
施
設
災
害
復
旧
事

　

業
・
学
校
教
育
施
設
災
害
復
旧
事
業

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

① 

麻
生
東
小
学
校
大
規
模
改
造

工
事

・
契
約
方
法　

一
般
競
争
入
札

・
契
約
金
額

　
　
　
　

３
億
４
，
６
５
０
万
円

・
相
手
方

　

常
総
・
松
沢
特
定
建
設
工
事

　

共
同
企
業
体

　

代
表
構
成
員

　
　

 

茨
城
県
神
栖
市
賀
２
１
０
８

番
地
８

　
　

常
総
開
発
工
業　

株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役　

石
津
健
光

　

構
成
員

　
　

茨
城
県
行
方
市
小
高
２
１

　
　

９
番
地
の
１

　
　

松
沢
建
設 

株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役 

松
沢
弘
美

・
工
期

　

 

議
決
日（
平
成
24
年
６
月
15
日
）

の
翌
日
か
ら
平
成
25
年
２
月
15

日
ま
で

② 

麻
生
東
小
学
校
屋
内
運
動
場
新

築
工
事

・
契
約
方
法　

一
般
競
争
入
札

・
契
約
金
額

　
　
　
　

２
億
４
，
４
６
５
万
円

・
相
手
方

　

 

株
木
・
藤
﨑
特
定
建
設
工
事
共

同
企
業
体

　

代
表
構
成
員

　
　

 

茨
城
県
水
戸
市
吉
沢
町
３
１

　
　

１
番
地
１

　
　

 

株
木
建
設
株
式
会
社
茨
城

本
店

　
　

 

取
締
役
常
務
執
行
役
員
本
店

長　

木
元
由
孝

　

構
成
員

　
　

茨
城
県
行
方
市
新
宮
７
４
５

　
　

藤
﨑
建
設
工
業 

株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役 
藤
﨑
政
行

・
工
期

　

 

議
決
日（
平
成
24
年
６
月
15
日
）

の
翌
日
か
ら
平
成
25
年
２
月
15

日
ま
で

　

平
成
25
年
度
に
開
校
予
定
を

す
る
麻
生
東
小
学
校
に
は
、
旧

麻
生
第
一
中
学
校
の
施
設
が
利

用
さ
れ
ま
す
。

　
「
建
物
が
使
え
る
の
に
、
何

を
改
造
す
る
の
？
」
と
思
う
人

も
い
る
で
し
ょ
う
。

　

本
来
、
中
学
校
の
内
装
な
ど

は
中
学
生
の
体
格
に
合
わ
せ
て

設
計
・
建
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
学
生
が
使
う
た
め
に
は
、
ト

イ
レ
や
手
洗
い
場
な
ど
、
高
さ

や
大
き
さ
を
工
夫
し
調
整
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
大
規
模
改
造
工
事
を
行

う
こ
と
で
、
伝
統
あ
る
校
舎
が

新
し
い
小
学
校
に
生
ま
れ
変
わ

り
ま
す
。

そ
の
他

■
行
方
市
道
路
線
の
認
定

　

行
方
市
玉
造
地
区
の
市
道（
玉
）

２
５
２
４
号
線
を
新
た
に
認
定
し

ま
し
た
。

平
成
25
年
度
開
校
に
向
け
て

麻
生
東
小
学
校
大
規
模
改

造
工
事
の
目
的
は
？

平成25年４月の開校準備が進む麻生東小学校

 

賛
成 

　

・ 

周
辺
地
域
の
発
展
に
重

要
な
路
線
で
あ
り
、
用

地
の
取
得
を
前
提
に
認

定
し
た
方
が
良
い
。

　

・ 

議
会
で
事
前
に
道
路
認

定
し
た
方
が
、
今
後
の

用
地
取
得
が
ス
ム
ー
ズ

に
進
め
ら
れ
る
。

 

反
対 

　

・ 

土
地
の
取
得
が
有
償
・

無
償
の
ど
ち
ら
に
な
る

か
決
ま
っ
て
か
ら
認
定

す
る
方
が
良
い
。

　

・ 

土
地
の
分
筆
登
記
を
し

て
か
ら
認
定
し
た
方
が

良
い
。

討
論

討
論
終
了
後
に
全
会
一
致
で
可
決

【議会メモ】　事故繰越し
　事故繰越しは、年度内に支出負担行
為を行い、その後の「避けがたい事故」
のため年度内に支出が終わらなかった
ものを翌年度に繰り越して使用するこ
とをいいます。

注）避けがたい事故

　地震・台風・豪雨による土砂災害などを含む
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～　議会へ請願・陳情される方へ　～

議
員
が
提
出
し
た
議
案

　

行
方
市
が
隣
接
す
る
航
空
自
衛

隊
百
里
基
地
の
騒
音
対
策
、
安
全

遵
守
や
基
地
対
策
予
算
の
充
実
を

図
る
た
め
、
次
の
意
見
書
が
提
案

さ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

提
案
者

　

岡
田
晴
雄　

議
員 

外
６
名

■ 
百
里
基
地
関
係
施
策
の
充
実
強

化
に
関
す
る
意
見
書
（
全
文
）

　

本
市
は
、
昭
和
41
年
に
航
空
自

衛
隊
百
里
基
地
が
開
設
し
て
か
ら

今
日
ま
で
基
地
に
隣
接
す
る
地
域

と
し
て
、
国
防
や
防
災
に
お
け
る

基
地
の
役
割
を
理
解
し
、
基
地
の

運
用
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
き
た
。

　

ま
た
、
基
地
の
南
東
に
位
置
す

る
本
市
は
、
日
常
的
に
行
わ
れ
る

戦
闘
機
等
の
離
発
着
訓
練
の
コ
ー

ス
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
市
の
北

西
部
に
あ
た
る
玉
造
地
域
を
中
心

に
深
刻
な
騒
音
被
害
が
も
た
ら
さ

れ
て
い
る
。

　

近
年
、
飛
行
中
の
戦
闘
機
等
か

ら
の
部
品
落
下
な
ど
地
域
住
民
の

安
全
を
脅
か
す
事
例
も
多
く
報
告

さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
安
全
面
の
十
分
な
対
策
が
必

要
と
さ
れ
る
。

　

現
在
、
国
家
補
償
的
性
格
を
有

す
る
基
地
周
辺
対
策
経
費
が
交
付

さ
れ
て
い
る
が
、
基
地
と
周
辺
地

域
住
民
の
調
和
・
共
存
の
た
め
、

今
後
も
確
実
な
予
算
確
保
が
求
め

ら
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
十

分
な
情
報
提
供
と
地
域
住
民
の
安

心
・
安
全
対
策
を
充
実
さ
せ
る
た

め
下
記
事
項
に
つ
い
て
強
く
要
望

す
る
。

①　

 

防
音
工
事
第
一
種
区
域
の
基

準
で
あ
る
75
Ｗ
を
見
直
し
、

市
内
の
助
成
地
区
を
拡
大
す

る
と
と
も
に
、
住
宅
防
音
工

事
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

②　

 

航
空
機
事
故
を
防
止
す
る
と

と
も
に
、
基
地
運
用
に
関
し

安
全
確
保
を
徹
底
し
、
万
一

事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、

速
や
か
に
情
報
提
供
す
る
こ

と
。

③　

 

調
整
交
付
金
を
増
額
し
、
並

び
に
基
地
周
辺
対
策
経
費
を

削
減
す
る
こ
と
な
く
、
所
要

額
を
確
保
す
る
こ
と
。

〔
提
出
先
〕

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
財
務

大
臣
、
防
衛
大
臣

○ 請願・陳情とは、市民が市政についての要望や意見
を直接「議会」に提出する方法です。

※ 請願書（陳情書）はその要旨、理由を簡単に分かりやすく書
いてください。

※ 提出年月日、提出者の住所、氏名を書いて押印してください。
※ 請願書は、１人以上の紹介議員が必要で、表紙に自筆による
署名及び押印が必要です。

※紹介議員がつかないときは、陳情書としてください。
※道路等は簡単な地図、略図、図面等を付けてください。

（内容例）
○○○についての請願

（陳情）

１．要旨
２．理由

平成　年　月　日
請願（陳情）者の住所
氏名　　　印

行方市議会議長　殿

（表紙例）

請願（陳情）書

　　　紹介議員
　　　　署名　　印

【用語解説】　意見書
　意見書とは、市政の発展に必要な事柄
の実現を、国や県など 関係機関に要請
するため、地方自治法第99条に基づき、
市議会の意思を決定し、表明したもの
です。
　議会で可決された意見書は速やかに関
係機関に送付されます。

～　住民生活の安全を守る　～

百里基地関係施策の充実強化に
　　関する意見書を国の関係機関に提出


